
2023年 7月 9日（28 週目)主日礼拝               「アンテオケ教会のやぐらを建てましょう」（使徒 11:19-26） 
〇アンテオケ教会のやぐらを建てるように。キリストがサタンに勝利したことを確信するように。 

・創世記 3:15 キリストはサタンを打ち砕く福音である。サタンの国から神の国に戻すことが出来るように。 

・キリスト    ＶＳ サタン   ・・・・・・・キリストとサタンの戦いである。キリストがサタンの頭を打ち砕かれて勝利をされた。 

・神の国    ＶＳ サタン国 ・・・・・・・神の国とサタンの国との戦いである。キリストが再臨をする時には、神の国となる。 

・神のやぐら ＶＳ サタンのやぐら・・・サタンがやぐらを作り神の子どもが強くならないようにする。神のやぐらを作る時に、サタンに勝利することが出来る。 

※個人がサタンに勝つやぐらになることが大切である。 

1.個人のやぐら 2.アンテオケ教会のやぐら 3.災いを止めるやぐら 

▲信仰生活は、個人のやぐらを作ることから始まる。サタンに勝つ

働きをするように。ただキリストのやぐらを築く。 

1)ただキリスト、ただ神の国、ただ聖霊充満（使徒 1:1,3,8） 

・①救い,②赦し,③勝利,④祈りの答え,⑤導きの確信を持つ。 

・悪魔は、私達を弱くさせるようにする。 

・様々な問題がある時にもただキリストの約束を掴むように。 

・ただ神の国、ただ聖霊充満の契約を掴むように。 

2)3,9,3 

・3―三位一体の神様が私と共にいる 

・9―①身分(神の形(神の子ども),命の息(神の神殿),エデンの祝福) 

②力を頂き(御座の力,時空を超越する力,237に光) 

③空前絶後(私、教会、現場)の答えを受ける 

・3―3つの時代：牧師・重職者(聖徒)・レムナントが一つになる 

3)24,25,00 

・24 時間の間、意識をして呼吸の祈りをすると健康になる。 

・聖霊充満になり強いやぐらが作る。 

・神のやぐらが作られる時に私達は勝つようになる。 

 ・私達の身分は必ず勝利する身分である。 

  

▲個人が強くなれば、教会が強くなる。教会が強くなる時に

サタンの国を潰すようになる。 

・弟子たちは、迫害を逃れて、アンテオケの地域まで来た。 

・アンテオケは 3番目に大きな都市であった。 

1)使徒 11:21（そして、主の御手が彼らとともにあったで、 

大ぜいの人が信じて主に立ち返った。） 

・アンテオケに来てから異邦人にもキリストを伝える。 

・主の御手があり,多くの人が福音を信じて主に立ち返る 

2)使徒 11:23（彼はそこに到着したとき、神の恵みを見て喜 

び、みなが心を堅く保って、常に主にとどまっているよう 

にと励ました。） 

・神様の恵みが臨まれるようになった。 

・弟子を遣わして人々を励ました。 

・自分が強くなるとサタンの国を砕くようになる。 

3)使徒 11：24(彼はりっぱな人物で、聖霊と信仰に満ちてい 

る人であった。こうして、大ぜいの人が主に導かれた。) 

・聖霊と信仰に満たされていた。 

・大勢の人が主に導かれるようになった。 

4)使徒 11：26(彼に会って、アンテオケに連れて来た。そし 

て、まる一年の間、彼らは教会に集まり、大ぜいの人たち 

を教えた。弟子たちは、アンテオケで初めて、キリスト者 

 と呼ばれるようになった。) 

・大勢の人が主に導かれるようになった。 

・サタンに捕らえられていた人たちが生かされた。 

〇3000人が集まる強い教会を作るように。 

・日本の中でやぐらを築き、サタンを潰すように。 

 

 

 

 

 

 

▲災いを止めるやぐらを築くように。 

1)使徒 11:28（その中のひとりでアガボと 

いう人が立って、世界中に大ききんが起 

こると御霊によって預言したが、はたし 

てそれがクラウデオの治世に起こった） 

・教会が強くなる時に生かす事が出来る 

2)使徒 11:29(弟子たちは、それぞれの力に 

応じて、ユダヤに住んでいる兄弟たちに 

救援の物を送ることに決めた。） 

 ・災いが起こることを前もって教えた。 

・自分たちが守られただけではなくて、 

  大変な中にいる教会や人を助けた。 

・教会が災いを止める強いやぐらを作る 

3)使徒 11:30（彼らはそれを実行して、バ 

ルナバとサウロの手によって長老たちに 

送った。） 

・悪魔は、私達を弱くなるようにさせる 

・キリストの強いやぐらを作るように。 

・サタンの国を潰すことが出来るように 

・福音宣教教会の災いを止める強い教会 

となるように。 



現場地教会（2023 年 7月 9日～2023 年 7 月 15 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】      「アンテオケ教会のやぐらを建てましょう」（使徒 11:19-26） 

  

【讃美】                    276 灯台はるか 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 
御座の祝福を 

味わう 

（3•9•3 契約の

祈り） 

【吐いて】主は生ける神の御子キリストです。 

【吸って】いま神の御霊で満たしてください。 

【吐いて】御言葉の力が臨まれますように。 

【吸って】キリストの御霊で満たしてください。 

【吐いて】3つの呪いを解決する力が臨まれますように。 

【吸って】助け主聖霊様で満たしてください。 

【吐いて】聖霊様の力が臨まれますように。 

【吸って】3つの超越の力で満たしてください。 

【吐いて】御座の祝福・時空間を超える 237の光の力が臨まれますように。 

【吸って】3つのいのちで満たしてください。 

【吐いて】神の形・いのちの息・エデンの園の祝福が臨まれますように。 

【吸って】3つの空前絶後の祝福で満たしてください。 

【吐いて】空前絶後な私・教会・タラントが回復されますように。 

【吸って】3つの時代の祝福で満たしてください。 

【吐いて】牧師•重職者•レムナントの時代を味わう祝福をください。 

 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 

 

 

 

お知らせ 
 

 

1、世界レムナント大会(8 月 1 日～4 日)、 

世界リーダー修練会(7 月 27 日～29 日) 

2、70 人弟子メッセージ 本日 14 時 

3、浜松磐田伝道キャンプ(7 月 10 日～7 月 11 日) 

4、防府伝道キャンプ 7 月 17 日～19 日 

5、レムナント講座 7 月 16 日(主日)14 時 

6、東京ビジョントリップ 8 月 17 日～18 日 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


